


















的に 「三及第」 と呼ばれる文体 （書き方のスタイル） に触れる必要がある。
「三及第」 の 「三」 とは、「文言」 「白話」 「粤語 （広東語）」 の三種類を指し、戦
後 1940年代後半から 1950年代にかけて、特に通俗的な読み物において隆盛
を見た文体である。その後 「文言」 で書かれることの衰退を経て、1970年代



























1－ 1.  取り上げた新聞5） と紙面の範囲
　ケーススタディーとして取り上げた新聞は以下の三紙である。いずれも香港
ではメジャーな （あるいはかつてメジャーであった） 日刊紙である。
『華僑日報』 （1995年 1月 12日停刊） ：主に、1950年～ 1959年　毎月 1日付けの
第 1面、1960年～ 1989年　1月 1日と 7月 1日付けの第 1面。その他、日付
によっては第 1面以外の面も若干あり。
〔62〕　中国文学研究　第三十二期
『星島日報』：主に、1950年～ 1989年　1月 1日と 7月 1日付けの第 1面。そ
の他、日付によっては第 1面以外の面も若干あり。




























胆 （膽）、点 （點）、丰 （豐）、价 （價）、单 （單）、边 （邊）、碍 （礙）、灵 （靈）、
























2－ 1.  広告文の実際
・名詞
恤衫　Royal Shirt9）　（シャツ）［星島日報、1950/7/1、衣服］
　「恤」 は英語の 「shirt」 の音訳、「衫」 は 「服」 「上着」。音訳と意訳を合わせ
た訳語。
德國　獅嘜啤酒　Kloster BEER　　請飲世界馳名　品質最高之 （「見出し
のビール名」）　（世界に名を馳せた品質最高の Kloster BEER を飲んで下
さい）［星島日報、1953/1/1、ビール］
　中文のビール名 （「獅嘜啤酒」） を直訳すれば、「ライオンマークのビール」 と
なる。「嘜 mak」 は英語の 「mark」 の音訳である。
食嘢食味道　（ものを食べ味わう）［華僑日報、1959/8/1、薬］
　「嘢」 は 「もの」、単独での標準語訳は通常 「東西」。
保原味　富營養　　煮餸最好　（味が落ちない　栄養豊富　　料理を作る
のに最適）［華僑日報、1969/7/1、とうもろこし油］





「衫」 は 「服」、広東語で 「服を着る」 は 「着衫」。なお、この文例では存在動








　広東語で 「ビールを飲む」 は 「飲啤酒」 であるが、くだけた会話では多く

























平嘢，搵一心啦！ （安いものをお求めなら、一心 （旅行社の名前） をおた
ずね下さい！） ［星島日報、1980/7/1、旅行社］








　　「靚 leng」 は 「良い」 「きれい」 「立派な」 「質の高い」 を意味する広東語の
常用形容詞。文全体は四字句の対句形式で、句末の 「餅 beng （陰上）」 と 「靚




　「（値段が） 安い」 は広東語で 「平」。広告文中、形容詞 （ひいては実詞） の中
では、上述の 「靚」 と共に使用頻度が最も高い広東語語彙である （他の項目の
文例にも見られる）。やはり宣伝のためにはどうしても使わざるを得ない語彙













　「重」 は標準語で 「還」 の意。最後の節にある 「送給」 は標準語の表現であ





　広東語の副詞 「都」 には、標準語と同じ 「全て」 という意味の他に、標準語
の 「也」 に当たる 「～も」 という意味もある。「話」 は標準語の 「説」 で、「言
う」 の意。「抵」 は 「値する、価値がある」。
點只功夫咁簡單　由頭到尾都唔簡單　夠晒娛樂性　（カンフーがすごい　
始めから終わりまですごい　娯楽性十分）［星島日報、1980/7/1、映画］













「點」 は疑問詞で、標準語における 「怎他」 の意。第 1節は反語文であり、直

















　南方方言特有の比較構文 「（形容詞） ＋過＋ （比較の対象）」 が比較的多く見
られる。広東語の比較構文は現代でも本来的には 「（形容詞） ＋過＋ （比較の対











自のものではないが、使われている語彙 （「咁」 「平」 「靚」） が広東語である。
・可能補語
　例は肯定形、否定形両方ともに見られる。特に標準語 （北方官話） では廃れ






「唔＋動詞＋得」 が 3回、肯定形 「動詞＋得」 が 1回、続けて使われている。
文頭の 「成晩」 （一晩中） も広東語の語彙である。
睇唔清　睇唔見　（はっきり見えない　見えない） ［華僑日報、1951/2/1、
医者］









　「有＋得＋ （動詞）」 という広東語の可能補語形式の一種で、あるものの存在 
（ここでは薬） を前提にした動作達成の可能性を表す。例えば、「有得食」 は







　可能補語形式が五つ連続して用いられている。「疴」 は 「お通じ」 のこと。
烤肉香噴噴，神仙企唔穩　（焼肉の鼻を突く香ばしさ、神仙もふらついて
しまうほど）［星島日報、1977/1/1、飲食店］
　「企」 は 「立つ」 の意。下線部は直訳すれば 「しっかり立っていられない」。
・程度 （様態） 補語「到」


















　「俾」 は概ね標準語の 「給」 に当たる広東語の授与動詞で、標準語の 「給」
同様、「あげる」 という述語動詞としての用法の他に、「～に～させ （てあげ） 
る」 という （放任） 使役マーカーとしても用いられる。









「～してみて」 「～しよう」 という要請、勧誘を表す広東語の語気助詞 「la （陰
平、調値は 55）」 の使用が散見される。用例では規範的な 「啦」 以外に、通常




























　五コマの漫画形式、内四コマの女性同士による会話部分 （四個の 「」 内のもの）
が広東語。「点解」 は 「なぜ」 「どうして」 の意。また 「点」 は簡体字を使用。
「吓」 は標準語の 「一下」 の意で、動詞の後ろに補語として用いられる。「將」
は広東語における処置式のマーカー。文中二箇所に出てくる 「的」 は複数を表






・名詞― 「嘢」 「餸」 「衫」 「恤衫」 「煲仔」 など
・動詞― 「飲」 「係」 「搵」
・形容詞― 「好飲」 「靚」 「平」
・副詞― 「重」 「都」 「咁」
・疑問詞― 「乜」 「點」
・否定詞― 「唔」 「冇」
・比較構文― 「（形容詞） ＋過＋ （比較の対象）」
・可能補語― 「（唔＋） 動詞＋得」 「有＋得＋ （動詞）」












文例からも見て取れるように、広告文にはそもそも 「A は B である。」 「A はど









ようとする （おそらくは同じ広東語母語話者であろう） 広告 （文） 作成側の意図が反
映している現れであろう。
2－ 2.  広東語表現の判定基準













用いられないもの、あるいは 「文言」 「白話」 を問わず書面中国語として歴史
的に用いられてこなかったもの （すなわち広東語独自のもの。例えば存在動詞の
「喺」） 以外に、話し言葉では既に用いれらていなくても現代なお書面語として
は標準語でも用いられているもの （例えば動詞の 「飲」）、あるいは 「文言」 「白
話」 を問わず歴史的な書面中国語に由来するもの （例えばコピュラ動詞の 「係」）、
そして口語でも書面語でも現代標準語と共通のものが含まれる。つまり、標準

































































7） 王軍元 2005 『広告語言』 漢語大詞典出版社 p.5～ 11に先行研究がまとめられて
いる。また、雑誌の 『語言文字応用』 に、1994 年から 1996 年にかけて広告文
（及びその研究） に関する一連の論稿が集中的に見られる。
8） 曹徳和 1995 「広告標題語法特点初探」 『語言文字応用』 第 1期、王軍元 2005 『広
告語言』 漢語大詞典出版社 p.148～ 158 （第五章　広告語言的句型特徴） を参照。
9） 以下文例の句読点は、それらがないものも含め原則として広告の文面 （レイアウ
ト） に従った。
10） 文が長いので、筆者の側で以下を省略したことを示す。
11） 「＃」 は判読できなかった文字を表す。これは、収集した資料がマイクロフィル
ムからのコピーであることによる。
